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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ミラーボックスに固定される固定枠と、前記固定枠に対して傾動可能に支持されてフォー
カシングスクリーンを保持する傾動枠とで構成され、当該傾動枠をカメラの前方に向けて
下方に傾動したときに前記フォーカシングスクリーンの交換を可能にしたカメラにおいて
、前記傾動枠の前記フォーカシングスクリーンを保持する部分を前記ミラーボックス内に
おいて前記カメラの前方に繰り出し可能に構成しており、前記傾動枠は前記固定枠に支持
されて回転中心となる軸が前記固定枠に沿って前記ミラーボックスの奥位置から前寄り位
置の領域にわたってカメラの前後方向に移動可能であることを特徴とするフォーカシング
スクリーンの交換可能なカメラ。
【請求項２】
前記傾動枠は、前記固定枠に支持されて回転中心となる軸が前記固定枠に沿ってカメラの
前後方向に移動可能で前記カメラの前後方向に延長されたレールと、前記レールの長さ方
向に移動可能に支持されて前記フォーカシングスクリーンを保持するスライダとで構成さ
れることを特徴とする請求項１に記載のフォーカシングスクリーンの交換可能なカメラ。
【請求項３】
　前記傾動枠は、前記固定枠に沿って前記ミラーボックスの上部に水平状態に位置された
ときに前記固定枠に設けられた係止片に係止されて自身の下方への傾動が係止される係止
突片を備えることを特徴とする請求項１または２に記載のフォーカシングスクリーンの交
換可能なカメラ。
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【請求項４】
　前記係止片は弾性変形可能であり、操作されて変形されたときに前記係止突片との係止
が解除される請求項３に記載のフォーカシングスクリーンの交換可能なカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一眼レフカメラのように被写体像を結像するフォーカシングスクリーン（焦点
板）を備えるカメラに関し、特にフォーカシングスクリーンの交換が可能なカメラに関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　一眼レフカメラではファインダ光学系の一部としてフォーカシングスクリーンを備えて
おり、撮影者はこのフォーカシングスクリーンに結像された被写体像を接眼レンズを通し
て観察することで撮影する被写体の構図や焦点の確認を行っている。また、この種のカメ
ラでは、結像面の微小レンズ形状や配列を相違したもの、或いはスクリーンに設けられた
基準線を相違させたもの等、異なる構成のフォーカシングスクリーンを用意しておき、撮
影者の好みのフォーカシングスクリーンを交換可能にしたカメラも提案されている。例え
ば、特許文献１，２では、フォーカシングスクリーンを保持するスクリーン保持部材をカ
メラボディのミラーボックス内に傾動可能に設けておき、撮影レンズをレンズマウントか
ら取り外した状態でスクリーン保持部材を下方に傾動させることにより、ミラーボックス
の前面開口を通してフォーカシングスクリーンを交換可能にしたカメラが開示されている
。
【０００３】
　図１１はこの種のカメラの概略構成を示す断面図であり、ミラーボックス１内にメイン
ミラー２が上端部の軸２ａを支点にして上下に回動可能に支持されている。また、ミラー
ボックス１の上部には実線で示すようにスクリーン保持部１０Ｄによってフォーカシング
スクリーン３が水平に保持され、その上側にはペンタプリズム４が配設されている。そし
て、図外の撮影レンズで結像される被写体光はメインミラー２で上方に反射されてフォー
カシングスクリーン３に結像され、ペンタプリズム４で反射されて正立像とされ、図外の
接眼レンズにより撮影者によって視認される。スクリーン保持部１０Ｄはミラーボックス
１に固定される固定枠１１と、この固定枠１１に対して後端部の軸１２ａを支点にして上
下に傾動可能でフォーカシングスクリーン３を保持している傾動枠１２を有しており、傾
動枠１２は通常時にはその前端部に設けられた係合突片１２２が固定枠１１に設けられた
係合片１１４に係合して水平状態に保持される。そして、係合突片１２２と係合片１１４
との係止状態を解除して傾動枠１２を同図に鎖線で示すように下方に傾動することにより
フォーカシングスクリーン３を露呈させ、ミラーボックス１の前面開口を通してフォーカ
シングスクリーン３を交換することが可能になる。
【特許文献１】特開平１０－１４８８７４号公報
【特許文献２】特開２００１－１７４８８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このように特許文献１，２の技術と同様な図１１のスクリーン保持部１０Ｄはミラーボ
ックス１の上部に配設されているスクリーン保持部１０Ｄの傾動枠１２をミラーボックス
１内において後端部の軸１２ａを支点にして前端部を下方に傾動させる構成がとられてい
る。そのため、下方に傾動された傾動枠１２はミラーボックス１内のメインミラー２の上
方位置で、しかもミラーボックス１の奥寄りの位置にあり、この位置でフォーカシングス
クリーン３を交換しなければならない。そのため、撮影者はミラーボックス１の前面に設
けられているレンズマウント１ａの開口を通してミラーボックス１の奥までピンセット等
を挿入してフォーカシングスクリーン３を摘んで傾動枠１２から取り外し、次いで別のフ
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ォーカシングスクリーンをピンセット等で保持しながらミラーボックスの奥まで挿入して
傾動枠１２上に乗せる作業となる。しかしながら、ミラーボックス１の前面のレンズマウ
ント１ａ開口の寸法はそれほど大きいものではないためピンセット等を挿入すること自体
が困難になり、しかもその状態でピンセットを操作してフォーカシングスクリーンを交換
する作業が極めて困難なものになるという問題がある。
【０００５】
　本発明の目的は、フォーカシングスクリーンの交換を容易に行うことができるようにし
たカメラを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の実施形態は、ミラーボックスに固定される固定枠と、前記固定枠に対し
て傾動可能に支持されてフォーカシングスクリーンを保持する傾動枠とで構成され、当該
傾動枠をカメラの前方に向けて下方に傾動したときに前記フォーカシングスクリーンの交
換を可能にしたカメラにおいて、傾動枠のフォーカシングスクリーンを保持する部分をミ
ラーボックス内においてカメラの前方に繰り出し可能に構成しており、傾動枠は固定枠に
支持されて回転中心となる軸が固定枠に沿ってミラーボックスの奥位置から前寄り位置の
領域にわたってカメラの前後方向に移動可能であることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の第２の実施形態は、傾動枠は、固定枠に支持されて回転中心となる軸が固定枠
に沿ってミラーボックスの奥位置から前寄り位置の領域にわたってカメラの前後方向に移
動可能でカメラの前後方向に延長され固定枠に対して傾動可能に支持されたレールと、レ
ールの長さ方向に移動可能に支持されてフォーカシングスクリーンを保持するスライダと
で構成される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明（請求項１）によれば、スクリーン保持部を構成する傾動枠の回転中心となる軸
を固定枠に対して前方に移動可能に構成し、傾動枠を下方に傾動した上で傾動枠を前方に
移動させることでフォーカシングスクリーンをミラーボックス内の前寄り位置にまで移動
させることができ、レンズマウントを通してのフォーカシングスクリーンの交換を容易に
行うことができる。
【００１０】
　本発明（請求項２）によれば、スクリーン保持部を構成する傾動枠をレールとスライダ
とで構成し、レールを下方に傾動し、かつスライダをレールに対して前方に移動させ、さ
らにレールを回転中心となる軸を固定枠に対してミラーボックスの前寄り位置にまで移動
させることでフォーカシングスクリーンをミラーボックス内の前方ないしはミラーボック
スの外部にまで移動させることができ、フォーカシングスクリーンの交換を容易に行うこ
とができる。
【実施例１】
【００１２】
　次に、本発明の実施例を図面を参照して説明する。図１は本発明を一眼レフカメラに適
用した実施例１のカメラの縦断面図であり、これまでの一眼レフカメラと同様にミラーボ
ックス１内にメインミラー２が上端部の軸２ａを支点にして上下に回動可能に支持されて
いる。ミラーボックス１の上部にはフォーカシングスクリーン３が水平に保持されるとと
もに、その上側にペンタプリズム４が配設されている。また、ミラーボックス１の前面開
口にはレンズマウント１ａが設けられ、同図に仮想線で示す撮影レンズ５が装着される。
一方、前記ミラーボックス１の後部には仮想線で示すシャッタ機構６とＣＣＤ或いはＣＭ
ＯＳ素子等で構成される撮像素子７が配設されている。この一眼レフカメラでは、撮影レ
ンズ５で結像される被写体光は下方に回動位置されているメインミラー２で上方に反射さ
れ、フォーカシングスクリーン３に結像される。フォーカシングスクリーン３に結像され
た被写体像はペンタプリズム４で反射されて正立像とされ、当該ペンタプリズム４の後方
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に配設されている図には表れない接眼レンズにより撮影者により視認される。また、レリ
ーズ時にはメインミラー２は上方に回動位置され、シャッタ機構６が開動作したときに撮
影レンズ５で結像される被写体光が撮像素子７によって撮像されることはいうまでもない
。
【００１３】
　前記フォーカンシグスクリーン３はスクリーン保持部１０により前記ミラーボックス１
の上部に支持されている。図２は前記スクリーン保持部１０の詳細を説明するための斜視
図であり、図３及び図４は当該スクリーン保持部１０の動作を説明するための斜視図であ
る。これらの図に示すように、前記スクリーン保持部１０は前記ミラーボックス１の上部
に固定される固定枠１１と、この固定枠１１に対して傾動される傾動枠１２とで構成され
、前記フォーカシングスクリーン３はこの傾動枠１２に保持される。前記傾動枠１２は後
端部に設けられた軸１２ａにより前記固定枠１１に連結支持されており、この軸１２ａを
支点にして上下方向に傾動可能とされている。
【００１４】
　図３は前記傾動枠１２を下方に傾動した状態を示している。前記固定枠１１はフォーカ
シングスクリーン３と外形状が略同じ矩形の枠体１１１として形成されており、その周囲
の複数箇所、ここでは３箇所に設けられた固定片１１２ａにおいて図には表れないネジに
より前記ミラーボックス１の上部に水平方向に向けて固定支持される。前記各固定片１１
２ａはそれぞれ所要の長さで上下方向に延長されており、これにより前記枠体１１１は前
記ミラーボックス１の上部開口からミラーボックス１内に落とし込まれるようにして固定
される。前記枠体１１１の左右の後端部には対をなす軸受片１１３が設けられており、こ
の軸受片１１３によって前記傾動枠１２の後端部に設けた軸１２ａが両端支持されている
。また、前記枠体１１１の前端部の左右中央位置には支持片１１２ｂが設けられ、この支
持片１１２ｂには下方に向けられた係止片１１４がネジやカシメ等により支持されている
。この係止片１１４はカメラの前後方向に向けた自身の板厚方向に弾性変形可能であり、
この係止片１１４の中央には係止穴１１５が開口されている。
【００１５】
　前記傾動枠１２は図４に示すように、レール１３とスライダ１４とで構成されている。
レール１３は両側に沿ってカメラの前後方向に延長される一対のレール片１３１と、これ
ら両レール片１３１の先端部を左右方向に連結する連結片１３２とで門型に構成されてお
り、両レール片１３１は互いに平行に配置されるとともに、それぞれ長さ方向に延長され
るスリット１３３が形成され、さらに各後端部において前記軸１２ａに連結されている。
この軸１２ａは前述のように両端部において前記固定枠１１の軸受片１１３により軸転可
能に軸支される。また、レール１３には図には表れないが後述するようにレール１３が下
方に回動されたときに固定片１１の一部に当接して自身の回動位置を規制するためのスト
ッパ片が設けられている。
【００１６】
　一方、スライダ１４はフォーカシングスクリーン３を交換できるように装着することが
でき、装着したフォーカシングスクリーンの四辺を支承して保持する矩形の枠体１４１と
して形成されている。この枠体１４１は四辺が内側を向けたＬ字状をした断面形状に形成
されており、フォーカシングスクリーン３をスライダ１４、すなわち枠体１４１内に内装
したときに四辺の各内辺１４１ａにおいてフォーカシングスクリーン３の周辺部を支承す
る。前記スライダ１４の枠体１４１の両側辺の外面には前記レール１３のスリット１３３
内に挿入され、当該スリット１３３内を長さ方向に移動可能なガイド片１４２が外側に向
けて突出されている。また、枠体１４１の前端縁の左右方向中央部には前方に向けて突出
され、前記固定枠１１に設けた係止片１１４の係止穴１１５に嵌合可能な舌片状をした係
止突片１４３が突出形成されている。さらに、枠体１４１の前端縁の一方の端部には後方
に向けてＵ字状に突出され、前記レール１３の連結片１３２を前縁側から挟持してスライ
ダ１４をレール１３に対して一体化するための挟持片１４４が形成されている。
【００１７】
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　以上の構成の実施例１のスクリーン保持部１０においては、フォーカシングスクリーン
３を装填している状態では、図１及び図２に示したように、スライダ１４はレール１３の
左右のレール片１３１の間に挟まれた位置にあり、スライダ１４の挟持片１４４がレール
１３の連結片１３２を挟持して両者は一体の状態にある。またレール１３は軸１２ａを支
点にして上方に傾動されており、スライダ１４の係止突片１４３が固定枠１１の係止片１
１４の係止穴１１５に係合されている。そのため、スライダ１４に保持されているフォー
カシングスクリーン３は固定枠１１と一体的な状態にあってミラーボックス１の上部に水
平状態に支持された状態にある。
【００１８】
　フォーカシングスクリーン３を交換する場合には、先ず図３に示すように、ミラーボッ
クス１の前面開口、すなわちレンズマウント１ａの間から指等を差し入れて係止片１１４
を手前に弾性変形させる。これにより、係止片１１４の係止穴１１５と係止突片１４３と
の係合が外れ、傾動枠１２、すなわちレール１３とスライダ１４は軸１２ａを支点にして
下方に傾動され、前方に傾斜した状態となる。このときの傾動枠１２の位置はメインミラ
ー２の上方のミラーボックス１の奥位置である。この状態から、係止突片１４３等をつか
んで手前に引く操作を行うと、図４及び図５に示すように、挟持片１４４が連結片１３２
から外れ、スライダ１４はガイド片１４２がレール１３のスリット１３３に案内されなが
らレール１３よりも前方に引き出される。このときのスライダ１４の位置はメインミラー
２の上方でミラーボックス１内の前寄りの位置である。そのため、スライダ１４に保持さ
れているフォーカシングスクリーン３はレンズマウント１ａに臨む位置にまで移動される
ことになり、レンズマウント１ａの開口を通してのフォーカシングスクリーン３の交換を
容易に行うことができるようになる。このフォーカシングスクリーンの交換は、図４に示
すようにフォーカシングスクリーン３に一体に設けられている耳部３ａを掴んでスライダ
１４の上方に持ち上げるだけでよく、取り出した後は交換するフォーカシングスクリーン
を同様に耳部を掴んだ状態でスライダ１４上に置くようにして装着すればよい。
【００１９】
　フォーカシングスクリーンを交換した後は、レンズマウント１ａの間から指等によって
スライダ１４をレール１３側に向けて押し込むことでスライダ１４をレール１３のレール
片１３１の間に移動させ、さらに挟持片１４４で連結片１３２を挟持して図３に示した状
態に戻し、しかる後に傾動枠１２の前端部をミラーボッスク１の上方に向けて押し上げる
ことで、係止突片１４３は固定枠１１の係止片１１４を前方に弾性変形させながら係止穴
１１５に係合されるため、傾動枠１２は固定枠１１に対して一体化される。これにより、
図１及び図２に示したようにフォーカシングスクリーン３をミラーボックス１の上部に水
平状態に支持させることができる。
【００２０】
　このように、フォーカシングスクリーン３の交換に際し、傾動枠１２を下方に傾動した
後に傾動枠１２のスライダ１４をレール１３に対してスライドさせて前方下方に移動させ
ることでフォーカシングスクリーン３をレンズマウント１ａの開口の上下方向ほぼ中央位
置の直近にまで移動させることができ、フォーカンシグスクリーン３の交換を容易に行う
ことができる。また、フォーカシングスクリーン３をレンズマウント１ａの直近位置まで
移動させる操作は、特許文献１，２の技術と同様に傾動枠１２を固定枠１１との係合から
解除する操作を行った後に、単に当該傾動枠１２のスライダ１３を下方に引き出す操作を
加えるだけでよく、しかもこの引き出す操作は前述の係合解除の操作と同時に一連の操作
として行うことができるため、作業工数を増大させるようなこともなくフォーカシングス
クリーンの交換が複雑化することもない。
【実施例２】
【００２１】
　図６は実施例２の要部の斜視図であり、実施例１と同一部分には同一符号を付して詳細
な説明は省略する。実施例２は固定枠１１の左右の後端部に設けている軸受片を前後方向
に沿って延長して延長軸受片１１３Ａとして構成するとともに、これら延長軸受片１１３
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Ａに傾動枠１２の軸１２ａが挿入されるスリット１１６を延長方向、すなわちカメラの前
後方向に形成している。なお、スリット１１６の両端部１１６ａは軸１２ａが安定に保持
されるように幾分下方に曲げられている。
【００２２】
　一方、傾動枠１２は特許文献１，２と同様な構成であり、実施例１のようなレール１３
とスライダ１４とで構成されたものとはなっていない。すなわち、傾動枠１２は実施例１
のスライダ１４とほぼ同じ構成であり、フォーカシングスクリーン３を保持する矩形の枠
体１２１を有し、この枠体１２１の後端部に傾動用の軸として前記軸１２ａが左右方向に
設けられる。また、枠体１２１の前端部には係止突片１２２が突出形成されている。そし
て、前記軸１２ａは前記固定枠１１の延長軸受片１１３Ａに設けられたスリット１１６内
に挿入されている。
【００２３】
　以上の構成の実施例２のスクリーン保持部１０Ａでは、フォーカシングスクリーン３を
装填している状態では、図１に示した実施例１と同様に、傾動枠１２の軸１２ａはスリッ
ト１１６の後端部に位置されており、また傾動枠１２はこの軸１２ａを支点にして上方の
水平位置にまで傾動されており、前端部の係止突片１２２が固定枠１１の係止片１１４の
係止穴１１５に係合されている。そのため、傾動枠１２に保持されているフォーカシング
スクリーン３は固定枠１１と一体的な状態にあってミラーボックス１の上部に水平状態に
支持された状態にある。
【００２４】
　フォーカシングスクリーン３を交換する場合には、図６及び図７に示すように、ミラー
ボックス１の前面開口、すなわちレンズマウント１ａの間から操作して係止片１１４を手
前に弾性変形させ、係止穴１１５と係止突片１２２との係合を外す。傾動枠１２は軸１２
ａを支点にして下方に傾動され、前方に傾斜した状態となる。このときの傾動枠１２の位
置は図７に鎖線で示すようにメインミラー２の上方のミラーボックス１の奥位置である。
次いで、係止突片１２２をつかんで手前に引くと、図７に実線で示すように、傾動枠１２
は軸１２ａがスリット１１６内を前方に移動され、これと一体の傾動枠１２が前方に引き
出される。このときの傾動枠１２の位置はメインミラー２の上方でミラーボックス１内の
前寄りの位置である。そのため、傾動枠１２に保持されているフォーカシングスクリーン
３はレンズマウント１ａに臨む位置にまで移動されることになり、レンズマウント１ａの
開口を通してのフォーカシングスクリーン３の交換を容易に行うことができるようになる
。フォーカシングスクリーン３を傾動枠１２から取り出す操作は実施例１と同じである。
【００２５】
　フォーカシングスクリーンを交換した後は、レンズマウント１ａの間から操作して傾動
枠１２を押し込むことで軸１２ａを延長軸受片１１３Ａのスリット１１６内を後方にまで
移動させ、ミラーボックス１の奥方向に移動させる。しかる後に、傾動枠１２の前端部を
上方に向けて押し上げることで、傾動枠１２の係止突片１２２は固定枠１１の係止片１１
４を前方に弾性変形させながら係止穴１１５に係合されるため、傾動枠１２は固定枠１１
に対して一体化される。これにより、図１に示したと同様にフォーカシングスクリーン３
をミラーボックス１の上部に水平状態に支持させることができる。
【００２６】
　このように、実施例２においては、フォーカシングスクリーン３の交換に際し、傾動枠
１２を下方に傾動した後に軸１２ａをスリット１１６を利用して固定枠１１に対してスラ
イドさせて前方に移動させることでフォーカシングスクリーン３をレンズマウント１ａの
開口の上部寄りの直近にまで移動させることができ、フォーカンシグスクリーン３の交換
を容易に行うことができる。また、フォーカシングスクリーン３をレンズマウント１ａの
直近位置まで移動させる操作は、傾動枠１２を固定枠１１との係合から解除する操作を行
った後に、単に当該傾動枠１２を前方に引き出す操作を加えるだけでよく、しかもこの引
き出す操作は前述の係合解除の操作と同時に一連の操作として行うことができるため、作
業工数を増大させるようなこともなくフォーカシングスクリーンの交換を複雑化すること



(7) JP 4931442 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

もない。さらに、実施例２は傾動枠の構成は既存のものがそのまま利用できるため既存の
カメラへの適用が容易である。
【実施例３】
【００２７】
　図８は実施例３の断面図であり、実施例１，２と同一部分には同一符号を付してある。
この実施例３のスクリーン保持部１０Ｂでは傾動枠１２を実施例１と同様にレール１３と
スライダ１４とで構成するとともに、レール１３の軸１２ａを軸支している固定枠１１の
軸受片を実施例２と同様に延長軸受片１１３Ａとして構成したものである。すなわち、傾
動枠１２は実施例１と同様にレール１３に対してスライダ１４が移動可能であり、また傾
動枠１２を回動するためのレール１３に設けられた軸１２ａを固定枠１１に設けた延長軸
受片１１３Ａのスリット１１６内で移動できるように構成している。
【００２８】
　実施例３のスクリーン保持部１０Ｂでは、フォーカシングスクリーン３を装填している
状態は、図１に示した実施例１，２と同様である。フォーカシングスクリーン３を交換す
る場合には、図８に示すように、ミラーボックス１の前面開口、すなわちレンズマウント
１ａの間から操作して係止片１１４を手前に弾性変形することで、係止穴１１５と係止突
片１４３との嵌合が外れ、傾動枠１２は軸１２ａを支点にして下方に傾動され、前方に傾
斜した状態となる。次いで、係止突片１４３を手前に引くと、挟持片１４４が連結片１３
２から外れ、スライダ１４はレール１３に対して前方に引き出される。さらに、係止突片
１４３を手前に引くと軸１２ａがスリット１１６に案内されながら傾動枠１２、すなわち
レール１３及びスライダ１４は一体となって前方に引き出される。そのため、スライダ１
４に保持されているフォーカシングスクリーン３はレンズマウント１ａに臨む位置ないし
はレンズマウント１ａの外部にまで移動されることになり、フォーカシングスクリーン３
の交換を極めて容易に行うことができるようになる。
【００２９】
　フォーカシングスクリーン３を交換した後は、実施例１のようにスライダ１４をレール
１３のレール片１３１間に収納させた後、実施例２のように傾動枠１２を奥方に押し込む
ことで軸１２ａをスリット１１６内で移動させ、ミラーボックス１の奥方向に移動させる
。しかる後に、スライダ１４の前端部を上方に向けて押し上げることで、係止突片１４３
は固定枠１１の係止片１１４を前方に弾性変形させながら係止穴１１５に係合され、傾動
枠１２は固定枠１１に対して一体化される。これにより、図１に示したと同様にフォーカ
シングスクリーン３をミラーボックス１の上部に水平状態に支持させることができる。
【００３０】
　このように、実施例３では、傾動枠１２を下方に傾動した後にレール１３に対してスラ
イダ１４を前方に移動させ、さらに傾動枠１２をスライドさせて前方に移動させることで
フォーカシングスクリーン３をレンズマウント１ａを通してミラーボックスの外部にまで
移動させることができ、フォーカンシグスクリーン３の交換を極めて容易に行うことがで
きる。また、フォーカシングスクリーン３を移動させる操作は、傾動枠１２を固定枠１１
との係合から解除して傾動させた後に、スライダ１４を前方に引き出し、さらにレール１
３及びスライダ１４を一体的に前方に引き出す操作でよく、作業工数を増大させるような
こともなくフォーカシングスクリーンの交換が複雑化することもない。
【実施例４】
【００３１】
　図９は実施例４の断面図であり、実施例２と同一部分には同一符号を付してある。実施
例４のスクリーン保持部１０Ｃは傾動枠１２をリンク１５を利用して固定枠に連結支持さ
せている。すなわち、固定枠１１の両側部には前後方向のほぼ中間位置にそれぞれ軸受片
１１３Ｂを形成し、これら軸受片１１３Ｂと傾動枠１２の軸１２ａとを上下方向に揺動可
能な直線ロッド状のリンク１５によって連結したものである。リンク１５は一端において
軸受片１１３Ｂに突出形成した軸１１ａに連結され、他端において前記傾動枠１２の軸１
２ａに連結され、それぞれ回動することが可能である。また、前記リンク１５と固定枠１
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１との間にはスプリング１５１が掛装されており、軸１１ａを中心としてリンク１５を同
図の反時計方向、すなわち傾動枠１２の軸１２ａを上方へ移動させようとする回動習性を
付与している。このスプリング１５１は傾動枠１２の重量のほぼ半分よりも大きなバネ力
に設計されている。
【００３２】
　実施例４のスクリーン保持部１０Ｃでは、フォーカシングスクリーン３を装填している
状態は、実施例１～３と同様である。このとき、リンク１５は固定枠１１に沿って水平方
向に向けられている。フォーカシングスクリーン３を交換する場合には、図１０に示すよ
うに、ミラーボックスの前面開口、すなわちレンズマウント１ａの間から操作して係止片
１１４を手前に弾性変形することで、係止穴１１５と係止突片１２２との嵌合が外れ、傾
動枠１２は軸１２ａを支点にして下方に傾動される。さらに、傾動枠１２の重量によって
リンク１５はスプリング１５１を撓めながら下方に揺動される。これにより、リンク１５
が垂直下方に向いた状態となり、また傾動枠１２は前端部がメインミラー２の直前に位置
される。このとき、スプリング１５１のバネ力によって傾動枠１２は若干傾斜した状態に
あり、メインミラー２の表面への接触が回避され、あるいは接触した場合でも接触圧は僅
かであり、メインミラー２に対してダメージを与えることはない。ここでは、傾動枠１２
の先端の裏面にクッション突起１２ｂを設けており、このクッション突起１２ｂによって
メインミラー２に接触した場合の接触圧を緩和することができる。また、実施例４では、
図示は省略するが、リンク１５が垂直下方位置よりも回転しないように、並びにリンク１
５と傾動枠１２が図１０の相対位置関係以上に回転しないようにストッパ構造を設けてお
くことが好ましい。例えば、リンク１５の一端部に固定枠１１に係止するストッパを設け
、他端部に傾動枠１２に係止するストッパを設けることで、図１０の状態よりも回転しな
いようにすることが可能である。これにより、レンズマウント１ａの開口を通してのフォ
ーカシングスクリーン３の交換を容易に行うことができるようになる。
【００３３】
　フォーカシングスクリーン３を交換した後に、傾動枠１２をミラーボックス１の奥方向
に押し込むと、リンク１５が上方に回動し、傾動枠１２の後端部は固定枠１１の位置まで
上昇される。このとき、スプリング１５１のバネ力によって傾動枠１２の後端部はその上
昇位置に保持される。次いで、傾動枠１２の前端部を上方に押し上げると、係止突片１２
２が係止片１１４を前方に弾性変形させながら係止穴１１５に係合し、固定枠１１に係止
され、水平状態に支持される。
【００３４】
　このように、実施例４では、単に傾動枠１２を下方に傾動させるだけでこれに連動して
リンク１５が下方に回動し、フォーカシングスクリーン３をレンズマウント１ａの開口の
上下中央の直近にまで移動させることができ、フォーカンシグスクリーン３の交換を容易
に行うことができる。また、フォーカシングスクリーン３をレンズマウント１ａの直近位
置まで移動させる操作は、傾動枠１２を固定枠１１との係合から解除する操作のみでよく
、操作が複雑化することもない。さらに、実施例１～３のように傾動枠１２や固定枠１１
にスライドするための構成を備える必要がなく、構造を簡略化する上で有利である。
【００３５】
　なお、実施例４においてはスプリング１５１を設ける代わりに、図１０に鎖線で示すよ
うに固定枠１１の後端部に前方を開口したＬ字型の保持片１１７を一体的に設けておき、
図９に示したように傾動枠１２を固定枠１１に沿った位置に上動したときに、傾動枠１２
の後端部を保持片１１７に嵌合させることによって保持させるようにしてもよい。傾動枠
１２を下動させるときには、当該後端部を保持片１１７の前方を向いた開口から容易に引
き出すことが可能である。
【００３６】
　以上説明した実施例１～４はいずれも本発明をデジタル一眼レフカメラに適用した例を
示したが、フィルムを用いる一眼レフカメラに適用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
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【００３７】
【図１】本発明の実施例１のスクリーン保持部の断面図である。
【図２】実施例１のスクリーン保持部の斜視図である。
【図３】実施例１の作用を説明するための斜視図である。
【図４】実施例１の作用を説明するための斜視図である。
【図５】実施例１の作用を説明するためのカメラの断面図である。
【図６】実施例２のスクリーン保持部の斜視図である。
【図７】実施例２の作用を説明するためのカメラの断面図である。
【図８】実施例３のスクリーン保持部の断面図である。
【図９】実施例４のスクリーン保持部の断面図である。
【図１０】実施例４の作用を説明するためのカメラの断面図である。
【図１１】従来のスクリーン保持部の断面図である。
【符号の説明】
【００３８】
１　ミラーボックス
１ａ　レンズマウント
２　メインミラー
３　フォーカシングスクリーン
４　ペンタプリズム
１０，１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ　スクリーン保持部
１１　固定枠
１２　傾動枠
１３　レール
１４　スライダ
１５　リンク

 



(10) JP 4931442 B2 2012.5.16

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(11) JP 4931442 B2 2012.5.16

【図５】 【図６】
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